
中山間地域等直接支払制度

－スマート農機の活用に向けて－

令和８年３月11日（水）

静岡県食と農の振興課
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○　共同活動を通じた農業生産活動等が継続できる仕組みの構築に向け、集落協定のネットワーク化や多様な組織等の参画などに
よる体制づくりや、スマート農業技術の導入による省力化・効率化、棚田地域における振興活動の実施を支援。

○　第６期対策では、営農継続のための省力化・効率化に高い効果を発揮する「スマート農業技術」の活用に必要な対策に特化し
たスマート農業加算を創設。
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非農業者多面的機能支払
活動組織

集落協定間の連携による

• 事務の一元化
• 草刈り等作業の共同化
• 機械・施設の利用の共同化
• 農作業の共同化 等

体制づくり 省力化・効率化 棚田の振興

共同活動を通じた農業生産活動等が継続できる仕組みの構築

ネットワーク化活動計画
ネットワーク化加算

スマート農業加算 棚田地域振興活動加算

共同活動を通じた農業生産活動等が継続できる仕組みの構築に向けて
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○対象の協定：体制整備単価（※）の集落協定のみ
　　　　　　 　　　（棚田地域振興活動加算と同一農用地を対象とした重複はできません）

○対象の農地：集落協定の農用地

○単　価：5,000円／10a（地目にかかわらず）

○上限額：200万円／年度

○取組期間：１～５年

○目標設定：定量的な目標を１つ以上定める

〈要件〉

※ 体制整備単価とは
　  第６期対策期間中（令和７～11年度）に、ネットワーク化や統合、多様な組織等の活動への
　　参画に向けた「ネットワーク化活動計画」を作成する場合に、交付単価の10割を交付するもの
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■スマート農機とは

・
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分類① 分類②

①草刈り関係
ラジコン草刈機
親子式傾斜地草刈機

②水管理システム関係
アンテナ
気象センサー
水位センサー、給水ゲート、給水バルブ

③鳥獣対策関係

センサーカメラ
センサー式自動捕獲システム
獣害対策用高周波装置
振動検知センサー
長距離無線式捕獲パトロールシステム
電気柵監視システム
発信機・受信機

（参考）各地域においてスマート農業加算で導入を検討している主な機器（1/2）

（令和７年７月時点、聞き取り調査）
【取扱い上の留意点】
○本リストは、スマート農業加算の有効活用を図る上で、できる限り多くの機器等を知っていただくための情報提供を目的に、
令和７年７月時点で各地域において導入を検討している主なスマート農業機器を農水省が道府県に聞き取り、作成したも
のです（一般的に情報が普及してきているドローンについては聞き取り対象外）。
○本リストの機器は、基本的にスマート農業加算の活動に導入可能ですが、集落協定において導入機器の選定を行う際に
は、機器の使用目的がスマート農業加算の趣旨に沿ったものになるようご留意をお願いします。
○技術の効果等を農林水産省が確認・認定しているものではありませんので、参考にする際にはご留意ください。また、掲載
の順序が技術の優劣を示すものではありません。各技術の詳細については、利用者においてメーカーに問い合わせるなどして
確認を行うようにしてください。
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分類① 分類②

④システム関係
（生産管理システム等）

営農支援アプリ
遠隔確認システム（乾燥機、籾摺機）
栽培管理支援システム
自動操舵システム

⑤その他

アイガモロボット
コンバイン（直進・食味・収量センサ、KSAS連携）
コンバイン（水分・収量センサー、MIT搭載）
乗用田植機（スマートアシスト）
水稲用農薬散布ポート（ラジコン）
スマート農業ロボット
田植機（自動運転、KSAS連携）
田植機（直進アシスト、条間アシスト、旋回アシスト）
トラクター
（スマートアシスト、操舵アシスト、直進アシスト）
乾燥機
（AI搭載、乾燥機遠隔確認システム、運転データ自動記録）

水田雑草対策装置

（参考）各地域においてスマート農業加算で導入を検討している主な機器（2/2）
（令和７年７月時点、聞き取り調査）
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